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餌科イ　ワシの蓄養企業化試験について
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本県のカツオ．ピンナガ等一木的漁船は150トン～200トン級の大型船を中心に41隻（昭和45

年5月1日現在）もておよんでいる。これらは′いずれも餌科に括カタクチイワシを用い，1隻1航海の積込

量は150～400杯で，金額では50～50万円どある○

この活イワシの仕込先は近くは千葉県館山から，遠くは九州一円におよび，特に5～7月のカツオ盛漁期

には，・餌料不足のため十分を操業ができをいこともしばしばである0

このため古くから本県地先での餌料イワシの音素事業の必要が強調され，水産試験場も昭利9年以来この

葛巻試験を実諸してきたが（表1），企業化するまでにいたってい貴い0

昭和41年度に久慈町漁業協司組合い県および日立市の協力をえて一イワシ蓄奉の企業化を試み　42年に

成功の見通しを得るにいたった。

ここに試験に経過たらび忙結果について報告する。なお企業化試験は，久慈町漁業協同組合を中心に，関

係者の大きな努力と支援によって行なわれたものである○

染活イワシは，18g入バケツに海水と共作いれたものを，1杯とよひ，正味4・4kg（1・2貫）が標準でl・

その価格は1，500円である。

試　磨き　の　内　容

本県の如く，直接外海に接し入江′湾のないところで書巻試験を行なうのに，最も重要なことは，蓄奉場

の選定にある。かって水産試験場がこの試験を取り上げながら，企業化できなかった最大の理由は，適切な

蓄養場のなかったことに起因する。

幸い日立商港建設にともなレ，商港入口の沖に，258m以上にかよぷテトラポット防汲掟が築港され

この内側水深5～107花の場所が適当と考えられ，ここを書巻場に設定した（図1）。ここは昨和54～5

7年に水産試験場が選定した蓄蕃所である。

41年匿は，先進地館山の視察と活襲網，枠等の設準の製作にとどまわ，．暮春するまでにいたらなかった0

42年度は7～8月に括込み，蓄考供給まで一環した企業化試験を実施した0

たかイワシの活込みは同漁協所属の′」、型施網給うケ続で行なった。

試　験　の　方　法

（1）期間　　　昭和42年7月10～8月10日

※　久慈町漁業協同組合長
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（21番帝場所　日立商港東防液拐内測

水深d～10m

（5）設　　備　（図2．5．4）

（イ）活吾網

エンビロ二／12×5「450d）

網目5間取．8角型．深層2．5訊．

畑突細利用8佃

エソビロン　12×5（450d）

網目5礼節，8角型．深さ5，2m．

煙突網利用7個

（ロ）枠

杉材15～17cm（5～占寸）

猥谷　伶・小息彦左府門
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図　1　桐生賓施設設置位置

角．4．9m■（16尺）．8角型

杉村15～17cm（5～d寸）角．5，9m（15ノ弓，8角型

卜）碇

コンクリートブロック（2×2×1∴7れ）で碇着．唐人錨（75毎）保持した。

（⇒　浮　き

ドラム缶を蘇．】凍．碇銅に結びつけた。

（4）措込使用鋼船

下記5ケ続の／巨利施鋼船を用いた。

約1大任丸

∴〔：2大庄丸

拾1大政丸

料2大政九

㌢1：5琴平丸

的5琴平丸

11，R　8トン

12．5　2∵トン

14．8　9トン′

14．9　8ト／

4．9　8トン

4．98トン

55篤プJ

50馬力

94馬力

90億力

50馬力

5　0馬力

試演淀過ならびに結束

Piノー：1回常春：昭和42年7月15日9時．第

1大庄丸は東海村沖水深1D7花拇区でせき綱運

iJ′■仙′⊂机み込み残りのカタクチイワシ（5－1

「）プ）（岡5）約200杯を括込み，2枠に音

．1－し．大昭丸で約4時間曳航して　所定の場所

い■樟為した。

L【＿‖＿▼‥HH一一一十■D・…尺坤■・り・－‥・・一・…一」

三三三≡〒「一一一一一一……一日一一一ヽjH竹（15尺坤●‖‾日日‾‾「

l￥12　河管≡網の讃昏日鋼地エソビロン5．5れ角日450d4×5）
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餌科イワシの笥養企焚化試験について

第2同著蓉：7月14日．解1大政九kt　京酌

村押水探5m海区でやや小型（2～4ダ）のかタ

クチイワシを約100杯・1枠に漕込み，また第

1大庄丸はこの御車よ拍ヒ抑水汚lき10m淘区で1

80杯を2枠に，同じ海区で第5琴平丸虹200

杯（体長7～9仇．体屯5～10タ）を2枠に，

それぞれ渚込んだ。

大政丸は揚桐後ただちに活込み，その場で約8

時間繋留したのち自船で曳航し，大庄丸は楊網と

同時に活込んだがサバの混狸が目立ったので目合

12節の刺網でサノミ混カを防止し　曳船で曳航し，

また，琴平丸は揚綱時に約8ト／と漁獲畳が多か

ったため避搬船への積み残りのイワシを活込み，

自船で曳航しいずれも所定の場所に旋着蓄賽した。

第5回音量：7月15～18日の両日第1大政

丸は　東海村押水探10m域で約25ロ杯を5枠

に漕込彗いずれも大昭丸で曳航したカミ　曳航途

中で煙突絹からのイワシの流失が目．立った。

供　　給

この畜毒したカタクチイワシは7月22日に糾

料として高知県室戸崎

大面源琶氏所有カツオ

一本的漁船第12源漁

丸（59トン）に15

7杯を供給し，2d日

には同港所属一宮丸

（54トン）に15D

杯．さらに5　0日忙は

第12源漁丸に125

杯を供給した。

以後カツオ船への供

給はなかったが，沿岸

小型船に殖細鞘の餌料

として80杯を供給しで終了した。
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なお第1回供給船の第12線漁丸は1週間航海で，カツオ約8トンを漁獲し100万円の水場があった

と報告してきた。
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図　5　カタクチイワシ（42年）
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餌科イワシの蓄養企業化試験について
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rl・jこiてさイワシをれ路したところ，二人鼎（18尺）のホ層では・まばらの動きで，水が馴にょっきり紺容できな

かったが，瓜の多く日常用Ⅷ・きっ収‖輔側り忙摘発であった0

小肘15尺）の湖北・て自前記よ州昭が多く　かつ　底層にフ▼ジ・サバ硯　のの捌、がが鮎麿され　魚の運

廟二王統一性が惹く，溢三Jより不則伏世であった0

間　　迭　　点

今附）企則二郎工では，日115仁一トノ1d口の4日間で約900杯のカタクチイワシを孝蓄し，500杯

■　－を†棚として棚しズたが，これは，久慈町漁葵町同組合が，晶椿的托企業化意識を自党してこの暴君に取

囲1んだ㍗射てよるものである○しかし，一下記の如きいくつかのロー耶・郷みるので参考に供する0

（1）音域叫朝

岡料イル（雄証けカツオ船の酬＿世川係から5～5日頃からの失胞が望まれる0したし・棚∴附二で

㌫華の対射なる力′タクナイワニソ仁′‥酬肘，漁獅況の隼空帖により一汗しかハが・辟去紆対軒別が理帰

～5月の独J冊刷裾川棚鍾できる軽洞にあり，久舘地一式なと器弄りから机抑緑とたり，・i一州世）′ト

甘振掛け聴野晒酎畑・【三一】一㍍枠の也航ノ碇で仏このル購］の蓄かはああま　抑待できないロ孜か・柚即濯川一淋てこ

はこの時肋〔カタクチイソシいカエリ，ボーズなど1紺、下の幼魚の酬組みられるが，その†帖二「・・冊て

も・批点が多い。

（∂　字は幸二l去うり千

木蝶地1仁での諒か場所い，上述の日立港防姉・堤の内川よ。侵れた場所は見当らなしへ0ぴノ。ま漸もド1然の

入江竿の地胸こ忠射lノた十傑．神奈Hl・一静冊県に比べると　適切と付目ハえなレ0すたわち　ここは久捌川I l
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糾二］域であるたれ洪水時雨水による給電が大きく

設置で　る清門椚敗旺少なく，また航路箱に当たる

ことも将来とも問組と在ろう。

（封　曳航方法

今岡の試笹では，いずれもカタクチイワシの採用

漁りが　潜を凝〃廟こ加、ったため　枯n枠の曳航方

法や曳航ホ描‾f汗あまと川け∫rfになら恵かった。しかし

ノ胡州の曳ii…′】T‘を必ゾ】一㌢とする場合は尊川曳船の撰択や

糾甑．気．（†この変りやすい地域であることから，曳航

技排出今後の研究出超である。

要　　　　　約

q‾＿）i昭斗イソシの都用試験を水産試飲場は¶利9年

～104トも．ll鉦和25′－25年．かよひ11手招154－5

7年に†J‾なった（l刻d）。

〔訝　久弄糾1‾漁γ机同組合か怖用41～42年代企業

化試机を召■なった。

√

猿谷　倫・小泉彦左衛門

噴）日　暮t欄秤

Y　諾1細払込海区で昭和　9年－10年）
■ゝ　　2劇

仁＝　第5加
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ゝ

1
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51年～57斗■）

11年ニー4Z午．）

図　6　イワシ蓄養漁場阿

（⑤　カツオ1㍍のため灯は当註帯奉は5－5月勘から

栂′）るのがよいが．本毘地先でのカタクチイワシ漁況からみて日下のところは7～8月にならざるを得な

いoび瑚決のため机上，まき網船の辣業轍煉・・活笥枠の曳船方法およびカタクチイワシ幼魚の飼育薔事

跡拓新車■ヒカ日払型である。

（4）本県地元での：．≒ノ講1両ht［日工燕防矧内側が揖トだが，陸水の影粥∴設鮎数の膵少．航路筋佗あたるなど

問紺が多い。

ぐち〕JLl．‾み小井出イワシ採納一泊込み－蓄恭一カツオ舶へい楳齢を一環した体制で企井採算（・′こ♂、せ射すれば

椎骨‾し合し㌔
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